
2021年版(重版)の訂正と補足 (2025年8月22日作成 ver.2) 

 

＊2025年版(改訂2版)をもとに、2021年版(重版)の主な誤植、ミスタイプ等を訂正した。また、2025年版で加筆・修正した 

記述内容を適宜、反映させた。。 

------------------------------------------------------- 

 
p.17、p.24 の表中の「有音シュヴァの音価、発音」：聖書ヘブライ語の場合は/e/を/¸/に統一する。他の箇所も同様。 

    ＊次の p.22 の NB 1 を参照。 
p.22、§3-3のNB1の記述を、2025年版の次の記述と差し替え。 

  NB 1 [参考] 現代語では語頭の子音連続も可能で、□ .を読む場合も曖昧音ではなく、ほぼ□ ,、□ e/e/と同じ母音に

なる：/d(e）vaʃ/、/b(e）rit/ (aw"v.も/ʃ(e）va/シュヴァ）。ただし、語頭の-y、-l、-m、-n、-rの後や喉音前の□ .は普

通、脱落せずに/e/と読む：~xen:m. /menaxem/人名  bxor> /rexov/通り  ~aun> /ne’um/託宣 
p.75、（４）補足(a)： Ⅰ-喉音、Ⅲ-喉音の複数ニスマフには特に母音変化は生じない。 

→Ⅰ-喉音の複合シュヴァは複数ニスマフで、§10-2 の規則⑨に従う。 

p.113、§16-7の設問： イタリック部に… → 不定詞に… (ミスのためイタリックになっていないものがある。) 

p.126、上 5 行とその脚注： ~yrIb;D>h;→ b の母音をカマツに訂正。 

p.127、上２行、脚注(14)： 独立不定詞 → 独立を削除 

p.128、脚注の次の箇所を訂正、補足： 

(3)  ¶~t'fOo[]l;：~t'Af[]l;のハセル表記 ◊語末の~-は目的格の接尾代名詞＝~t'Aaに同じ  

      (6) ・・¶W[q.t'w> Wrb.[' ：こでは waYQTL ではなく・・：→ この W[q.t'w>は weQTL でなく通常の完了形 

¶1 行目の分詞~yaif.nO および 3 行目の分詞%leho は「(角笛を)携えて/携えていた」、「歩みながら/ 

(一方では)歩んだ」などのように付帯状況として訳す。 

p.138、注意 3）及び、p.286 表中の xn:Y"ñw ：→ w の母音記号を補足 xn:Y"ñw: 
p.152、「十戒」の⑦： a'n>Tãi → 語末の文字脱落修正 @a'n>Tãi / ⑨の脚注 hn:['の母音記号 → hn "[' 
p.158、脚注３行： (未来の)その時 → (過去、未来の)・・・ 

p.187、本文(8)文頭の xm;YIw:とその脚注：アクセント記号を追加 → xm;YIñw: 
p.188、語彙欄：hx;m.nI の母音 → hx'm.nI 
p.204、脚注１行目： wYQTL → waYQTL (w の後に a を補足) 

p.219、上６行：~k,t.ae の母音記号 → ~k,t.a, (アレフの母音をセゴルに) 

p.220,下５行： (d)命令形 (〔単男〕のみ・・・ →・・・〔単複・男〕・・・ 

p.223、脚注(9)： 〔ニ〕 → 〔ヒ〕 

p.225-226、下６行[補足]以下、和訳部分の訂正、及び NB の補足： 

彼はエジプトに下った。なぜなら飢饉が激しかったからである。 
ダビデに油を注いだ(王とした)ことを聞いた。 

(p.226) その地に行ったとき/行ったら(異教の民の習慣を)学んではならない。 
p.226 の NB に 2025 年版にもとづき、以下の例文等を補足： 

   NB 1 次例のような~ai yKi は、yKi と~ai の意味を分けて解する必要がある。 
…yMi[;-ta, x;Lev;m. ^n>yae-~ai yK i もしあなたが私の民を去らせない時には…(出 8:17) 

NB 2 rv,a]〔接続詞、関係詞〕に-K.などの前置詞が付いた用法：  

…x:nO-ta, ~yhil{a/ hW"ci rv,a]K; 神がノアに命じた通りに… 
…~h,yrEb.DI-ta, [m;v' rv,a]K; yhiy>w: 彼らのことばを聞いた時に… 

…^yl,ae rbeDo ynIa] rv,a]l; [m;v' あなたに語ることに耳を傾けよ… 

…~d"a'h' xm;f.yI rv,a]me bAj-!yae 人は楽しむことに勝るものはない… 
 

p.232、４行目： ６頭→５頭 / 16 行目右：２日→３日 



p.255 の表： → 2025 年版の表をそのまま以下にコピー： 

{~wq}立つ、{~yf}置く、{hnb}建てる、{hkb}泣く 

 Ⅱ-w/y 動詞 Ⅲ-h 動詞（起源的にⅢ-y） 

未完了形 
*yaqUUu¥mu＞yaq˚m(~Wqy") 
*yaWiµmu＞yaWÓm(~yfiy") 

*yiBna¥yu＞yibnE(hn<b.yI) 
*yiBKa¥yu＞yibKE(hK,b.yI) 

指示形(短形) 
*ya¥qUUum＞ya¥qOm(~qoy"ñ) 
*ya¥WUUim＞ya¥WEm(~fey") 

*yiµBnay＞yiµben(!b,yIò) 
*yiµBKay＞yiµbKe＞yEbK(&.b.yE) 

waYQTL 

(wa-指示形) 

wayya ¥qom(~q'Y"ñw:) 
wayya ¥sem(~f,Y"ñw:) 

wayyiµben(!b,YIòw:) 
wayyEµbK(&.b.YEòw:) 

 

p.257、本文(18)行：hm'd"a]h'-ta の母音記号の欠け → -ta, 
p.259、本文(10)行とその脚注： ynINEhi にアクセント記号を付加 → ynINEñhi  

p.266、脚注(11)：!nEvi〔ピ〕にダゲシュ → !NEvi 
p.271、上３行： 9 月～10 月 → 第７の月の第１日 

p.272、講読 12 の出典： 1:18-2:10 → 1:18-1:25（＊2025 年版では講読 12 を削除し、他の内容と差し替え） 

     ・本文 2 行目文頭~r<j,b.W. ：語頭の接続詞 W に付いている余分なシュヴァを削除 

    ・本文 7 行目~h,yteaJox;me： -taJox;「罪」の部分は-taJ'x;または-tAaJ'x; と同じ 

p.299、右列 hv'[]n:の v → f 

p.307、上 18 行目： 書名中の Languages:がダブっているので削除 

 

 


